
Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

リ ヒ テ ン ベ ル クの 生 い 立ち に 関 して

一一
ダ ル ム シ ュ タ ッ トの教育か らゲ ッ テ ィ ン ゲ ン大学入学ま で

佐　々 　木 滋
＊

　
そ も そ も リ ヒ テ ン ベ ル ク が 自然科学 の 分 野 に 進 む こ とに な っ た き っ か け は 、い っ た い 何処

に あ った の か 、こ ん な問 い か ら筆者は か れ に つ い て の 伝 記 を覗 い て み る こ と に し た 1）

。

　 ゲ オ ル ク ・ク リ ス ト フ
・

リ ヒ テ ン ベ ル ク は 1742年 7 月 1 日 の 日曜 日午後に、父 ヨ ハ ン ・

　
−
P ン ラ

ー ト ・
ヲ ヒ テ ン ベ ル ク と母 ヘ ン リ

ー
テ ・カ タ リー

ナ （1日姓 工 ・
ノ クハ ル ト） の 間 に ト三

番 taの 子 供と して 姓 した ・ 生地は ダ ・レ ム シ ・ タ ・ 喃 朿財 一バ ー
払 シ ． タ 。 トで あ る。

そ の 地 の 教会牧師 を務め る父は 52歳、母は 45 歳で あ った 。非 常に 子 沢山 の 家庭で あ っ た が 、
こ れ ら 13人 申 4 人は 死産で あ っ た 。 こ れ は教会記録簿 に 記 載 さ れ て い る もの だ け で あ っ て 、
記 載に無 い 死産 の 予供 が な お も 4 名 い た とい う。 二 れ ら の 沢山の 姉や 兄 た ち に 恵 まれ た か に

み え た 8 人 中 4 人 の 姉や兄 は さ らに 幼 く して 他界 す る。か れ が 生 まれ た と き、結局、24 歳
の 姉 ク ラ ラ ・ゾ フ ・

一・18 歳 の 兄 ゴ
・ ト 1丿一プ ・

ク リ ス ト・ 、8 歳半 の 兄 ク 1以 テ 。 ア ． ．

フ リ
ー

ド リ ヒ 、5歳半 の 兄 ル ート ヴ ィ ヒ ・
ク リ ス テ ィ ア ン だ け で あ っ た 。 まずは 子 供 に 理解

の あ っ た 父親 の こ とを簡単 に 紹介す る と、か れ は 同郷 ダ ル ム シ ュ タ ッ トに 生 まれ、ギ ーセ ン

大 学、イ ＝

一
ナ 大学 の 神学 部を修了後、オ

ー
デ ン ヴ ァ

ル トの ノ イ ン キ ル 匕 エ ン の 牧師 を振 り

出 し1・
・ 翌年 1717年 27 歳 で 牧師 の 娘で は や くに 両親 鉄 。 た ヘ ン リ エ

。 テ
．

カ タ 11サ ．

エ
ッ ク ハ ル ト と結婚 。 晩年は 75名 の 牧師 を統括す る 大教 区監 督に な る

。
こ の 要職 に就 い た

の もつ か の 間、．一一年数 ヶ 月 に し て 61 歳の 1751年 7 月 17 日 に 他界 す る 。 t の 父 が ゲ オ ル

ク ・
ク

［
丿 ス ト フ （以下 ゲ オ ル ク と い う） に し て や ．

． た こ と、生涯 を共 に した 歳月、僅か 9 年
間 で あ っ た 。父 を想 う 1787年 1 月 1 日付け の 手紙で 次 の よ うに 回 想 さ れ る 。

　
1 わ た しが 知 る 限 り、父 は 当時ひ と り の 聖 職者 に して は 数学 と物理 の 優 れ た 知識 を持 一

， て

い た 。 君 主 の 注意 を引 きつ け た の は ま 9 し く こ れ で あ っ た 。 ど うや ら父は 他 の 者 よ り まん ざ

ら不 味 く も な い 神学 生 で あ iP 　k か ら、徐 々 に で は 畆 た が 、中砿 い 燗 1・｛係輸 が あ 。 献 ，

け で 硫 く・志願 し た の で も で な く、辺鄙 な・燗 の 齢 の
一．一

は雪 に 鰹 オ曷 か デ 。 ヴ 。 ル

トの 寒村 の 搬 牧鰤 ・ ら こ の 国
一

番 の 聖職位に 上 り訟 た。か れ は 子供た ち に か 劫 小 さ 、、

と き か ら抽 の 仕組み の 手ほ ど き を す る の が 常で あ 読 し、R然物理 へ の 愛好額 き込 ん で

く れ た 。 こ の 自然物理 は 、わ た しが そ の 感化 を ほ とん ど一L の 兄 の 二 番 煎 じで 認めた もの で は

あ ゲ 〔 も・ 7
＝
　V マ 学 級 の 生徒 として 1消 時、滋 な が 槻 諮 大 学 の 多 く の もの た ち が 持ち

帰 碓 識 よ り も た く さ ん の 員 獣 蝋 ・ つ い て 知 。 て い た、とい う よ い ，，瀚 あ ． た 譲 が

白然酵 に
…

種 の 鞭 感 鞄 い て v・た ・ との 言醜 蝉 げ て み よ う． あ る ときi寸の 教 会 で 紋
学を懸 に解 る よ うに 言嫩 験 幅 した の ti

’
　一

・ た 。
こ ん な に 融 り逸 た 餌 ま概 て だ 、 と

t36

　　　　　　
− 一

　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　（13）
＊　
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明星 大学研究紀要 【日本 文 化学部 ・言語 文 化 学 科】第 8 号 2000 年

　　父は語 っ た そ うで あ る 。
の ち に 農民 た ち は代表の もの を よ こ して 是非又近 い うち に 星 の 話 を

　　して もらい た い 、 と頼ん だ の だ っ た。」2）

　　　こ の よ うに 父親 は 18世紀前半 の ヘ
ッ セ ン

・ダ ル ム シ ュ タ ッ ト方伯領下 で き わ め て 才能 の

　　あ る有能な聖職者で あ っ た。建築術 に お い て も並 々 な らぬ 能力 を 発揮 し、教会建築 の 設計 は

　　もとよ り現場 で の 指導や 手間賃の 支払 い な ど
一

切 を行 ワ た ら しい 。最初 の 任地 の 牧師館 を始

　　め と して か れ の指導 した新築 ・改築 の 諸教会は ギ ン ス ハ イ ム 、 ビ シ ョ フ ス ハ イ ム 、グ ン ダ ァ

　　ン ハ ウ ゼ ン 、 ト ゥ レ ブ ール 、 ラ ウ ン ハ イ ム 、エ
ーゲ ル ス バ

ッ
ハ な どの 地 に あ り、一般建築で

　　は 1745年か ら 5 年間 を か けた ダ ル ム シ ュ タ ッ ト孤児院で あ る 。
こ の 建物 は そ の 後 ル

ー
トヴ

　　ィ ヒ ・ゲ オ ル ク ・ギ ム ナ ジ ウ ム の 建物 として そ の名残が とどめ られ て い る 。
こ れ だ けで な く

　　父は 聖 歌 の 作詞 に お い て も遺憾無 くそ の 才を こ れ また 発揮 し、 1717年 に は すで に 七 つ の 贖

　　罪詩編 の カ ン タ
ータ を書 き上げ 、翌年 に は 曲に して 教会 で 歌 っ た とい う。以後か れ は 四 半世

　　紀 の 間、彼の妻の 義兄 弟 に あ た る楽長 ク リス トフ
・グ ラ ウ プ ナ

ーが 作 曲を手 が け る シ ュ ロ ス

　　教会 に 教会音楽 の 歌詞 を供給 し続け た の で あ る。作詞 の 韻律化 も難な く、温れ る よ うに 出来

　　上 が り 、 日 に 6か ら 7、12 も出来 る こ と が あ っ た ら しい 。ゲ オ ル ク の 父譲 りの 流暢 さ は 、
カ

　　 ン タータ に で はな く、む ろ ん 手紙、日記 （雑記帳）に あ る こ と は確か で あ る。 こ う した 多忙

　　に もか か わ らず父 は そ の 片時 を子供 らの 陶冶 ・育成に捧げた 。 毎 日、か れ ら が 授か る 教 え は

　　数学、宇宙 の 仕組み 、自然科学で あ っ た 。 1744年 の 大彗星接近 3）の ときは 僅か 二 歳足 らずで

　　あ っ た が、父親に 抱か れ 七 つ の 尾 を持つ 彗星 を見上 げ て い た の だ とい う。 父親は 1749年 当

　　時 として は珍 しい 物理実験 の 機器 を子供 らに 作 っ て や る 。 そ の な か に は静電発電 機が あ っ た 。

　　ゲ オ ル ク に と っ て は、僅 か 三 年間の オ ーバ ーラ ム シ ュタ ッ トの 田 園生活で あ っ た が 、か れ の

　　心 に は 確実な 痕跡 を の こ す こ と に な る 。1745年 7 月 に
一家 は、方伯 ル

ー
ト ヴ ィ ヒ VIII世

　　（在位 1739−1768） の 居城都市 ダ ル ム シ ュ タ ッ トに 移 り住 み、以後ゲ オ ル ク は 都会 の 子 とし

　　 て こ の 当時僅か 九千人の 町で 幼少年期 を過 ごす 。 方伯ル
ートヴ ィ ヒ は狩猟 に明け暮れ し、ほ

　　 とん ど を ク ラ ニ ヒ シ ュ タ イ ン の狩猟館で 過 ご す が、先代か ら始 ま る芸術保護 ・奨励は 先 に 挙

　　げた グ ラ ウ プ ナ ーの作曲、 ドイ ツ オ ペ ラ の 上演な どで ダル ム シ ＝タ ッ トの 名声を こ の 時代 に

　　高めた とい われ る 。 絵画は宮廷社会 の 肖像画、狩猟画 が 多少、勢力 を得 た。文芸文化は こ こ

　　 の 宮廷か らは 皆無とい っ て よい
。

ル
ー

ト ヴ ィ ヒ VIII世 の 死 後、「大方伯」 と言 わ れ た ル ート

　　 ヴ ィ ヒ IX世 の 后、カ ロ リ
ー

ネ の 保護 ・奨励 下 に よ うや く若 い 世代 の 力が 、ダ ル ム シ ュ タ ッ

　　　トの 精神的世界 に 独自の 顔を供え る こ とに な る 。 ゲ オ ル クが ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大学に去 っ て し

　　 ま っ て か ら で は あ る が 、若 きゲ
ー

テ の 友人で あ る メ ル 久 ヘ ル ダ ーの 妻 の 義兄弟 で あ る ヘ
ッ

　　 セ 、エ ル ン ス ト ・
ア ダ ム

・
シ ュ ラ イ エ ル マ

ッ
ハ

ー、そ して 1772年か ら 1774年 まで フ ラ ン ク

　　 フ ル トか ら足繁 く訪れ た ゲ
ー

テ な どが こ の 町に集 ま る こ とに な る。ゲ オ ル ク とゲ
ー

テ の 出会

　　 い は、 し ば ら く後の 1783年 に ゲ ーテ の 第 二 回 目 の ハ ル ツ へ の 旅 の 帰途、ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン に

　　 立 ち寄 る ときが最初で あ る
4）。 こ れ に つ い て は 別 の 機会 に譲 る こ と として 、ともか くこ の ダ

　　 ル ム シ 」タ ッ トは商業 ・生業 とは無縁 の 官吏、役人た ち中心 の 狭 い 隔離 され た と こ ろ で あ り、

　　 事実、ゲ オ ル ク に は い わゆ る 市民 階級 の 親 友が い な か っ た 。
こ れ は 当時は下 層階級、す なわ

　　 ち市民 ・農民 階級の 過度の 教育熱は こ の 町で は歓迎 さ れ ない 傾向 が み ら れ こ とに よ る 。 後 の

　　 1774年 9 月 12日 の 大公令に よ っ て 市民 ・農民 階級出 の 子 息 の 大学で の 勉学 が 、ほ とん ど禁

135　止 され て しま う。 方伯 の 公官吏 た ち が こ れ を徹底 さ せ た が、 こ の 禁止 が 解か れ る の は 1819

（14）
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り t テ ン ベ ル ク の 生 い 立 ちに 閧 ．して 佐 々 木　滋

年 に な っ て の こ とだ 。

　　ゲ オ ル ク は シ ュタ
ー

ト シ ュ
ーレ と い う、方伯 の 基 金 に よ る い わば公立 の 学校に 1752年 の

10歳 まで 学ぶ 。
こ こ で は す で に

．．一・
部 の 生徒 に は ラ テ ン 語 の 授業が あ った

。 生徒数は 100名

を超え て い た ・ こ の こ ろ の か れ の＆：fiに は 、神学生 の … ネ ス ・力 払 とL ・ 瀧 書法 に 強い

関心 を寄せ て い た人物が い た 。 後 の ゲ オ ル ク の手稿 の 読みやす さは、彼 に よ る と こ ろ が 多い

　と い う。 父親 の 死 か ら
一一年以 上 た っ た i752年秋、か れ は ダ ル ム シ ュ タ ・

ソ トの Ptidagogium
の テ ル ツ ィ ア 学年級 に 入学する 。

ペ ダ ゴ ギ ウ ム とい う名称 は 1827年 ま で で 、生 徒た ちは ピ

ウ ない し ピ オ と言 っ て い た が 、遠 くは 30 年戦 争時 の 方 伯 ル ート ヴ ィ eV 世 に よ っ て 準備 さ

れ 、彼 の 子 ゲ オ ル ク II世 が 設立 した こ とか ら、
の ち に yV 　一ト ヴ ィ ヒ ・ゲ オ ル ク

・
ギ ム ナ ジ

ウ ム と称 さ れ て い る。 こ の ピ ウ で は 48 歳 の 校長 J．M ．ヴ ェン ク を は じめ と して 20歳か ら 39

歳 の 多 くは神学生 、 副牧師、合唱指揮者 な どの 教師 が 中心 で あ った 。 こ の 学校に は 四 学年が

あ り、 そ れ ぞ れ 下 か ら Quarta，　Tertia，　Sekunda ，　Prirnaとな っ て い る。　Quarta に は 8 歳で

入 学す る 。 そ れ ぞ れ の 学年は 2年問の 就学 期 間が あ る 。 こ の 合 計 8年間 の 就学年数 に 校長 ヴ

ェ ン ク は 、 さ らに Selekta とい う最上級 ク ラ ス を設 けた 。 そ の 名 の 通 リセ レ ク タ は か な り厳

選 さ れ た選 抜 ク ラ ス で あ っ た よ うで あ る。セ レ ク タ を除 く合計 8 ク ラ ス 中の 1 ク ラ ス あた り

の 生 徒数は 25 ない し 40名余 り で あ っ た 。ゲ オ ル ク が 入 学 し た 当時 の 各学年 の 担当 は Qua−
rta が 合唱指揮者 の A ．　Abele、　Tertiaは H ．　C．　Naberkorn 、　Sekunda が D．　Frey、そ して

Prima は 副校長 の A．　Freyで あ っ た。ゲ オ ル ク は テ ル ツ ィ ア か ら入学す る が 、こ 二 で ク ヴ

ァ ル タ か ら勉強 を して い れ ば 、ギ リ シ ャ 語初級 の 読み と文法、 ラ テ ン 語 の 語形 学、 ドイ ツ 語

正 書法 をそ ： で 学ば なけれ ばな らな か っ た 。 と こ ろ が こ の Quartaを担当 して い た の は す で

に 述べ た よ うに 音楽を重 ん じ る合唱指揮者で あ っ た が 、教科 と教師 の 特性 に 不釣 り合 い が み

られ た た め か 、 こ の ク ヴ ァ ル タ を避け て 迂 回 入学をゲ オ ル ク はする こ とに な っ た 。 要する に

評判の 悪い ク ヴ ァ ル タ に は 、地位あ る も の た ちは 、 自分の 子息、を入学 させ る に あ た り、条件

を つ け て 、テ ル ツ ィ ア か ら入 学 さ せ た の で あ る 。
こ こ で 各学年で の 教科 を み て み る と、Ter−

tiaで は ギ リ シ ャ 語 中級語形学、 日曜 日毎 の 福音書抜粋章句、 ヨ ハ ネ の 福音書、 コ ル ネ リ ウ

ス ・ネ ポ ス
、 キ ケ ロ の 小 書簡 、 音調論、韻律朗読、Sekunda で は新約聖書、ギ リ シ ャ 語宿

題 、コ ル ネ リ ウ ス ・ネ ポ ス
、

ユ リ ウ ス ・シ ー
ザ

ー
、種 々 の キ ケ ロ の 書簡、オ ヴ ィ ド、ク ル チ

ウ ス 、作文文章論演書、神学希望者 へ の ヘ ブ ラ イ語基礎、 ドイ ツ文学入 門、そ して 歴史、地

理 学が 始め ら れ る。Prima で は新約聖 書、ク ル チ ウ ス
、 キ ケ ロ の 書簡 と演説、ヴ ィ ル ギ ル 、

年代指導、課題 ・即席課題作文 、 ラ テ ン 語 ・ドイ ツ 語 に よ る詩文推敲な どで あ っ た が 、 ヴ ェ

ン ク 校長は セ レ ク タ の 生 徒に は こ うした伝統的教科 の 他 に さ らに バ ビ ロ ニ ァ 語 、
フ ラ ン ス 語、

神学 、哲理、数学、歴史 、 修辞学、文学、地理学、年代研究、系譜学、紋章学、古代学、算

術・能離 ・唱歌術 ・ 書簡滋 ど勃 1硫 た ．
こ の セ レ ク タ はギ ム ナ ジ ウ ム と大学 の 蜩 に あ

り、大学 入学 を急 が な い 場 と して 設 け た もの で あ っ た 。 父親が 他界 した時、母 親 に et　33歳
o）娘 を筆頭 に 、27 歳、17歳、14 歳 の 息子 た ち と 9 歳 の ゲ オ ル ク が 残 さ れ た 。 三 人 の 息子た

ち の 学 費で ゲ オ ・・ ク に まで は 、も 1まや そ の 余裕 は な い か に 見 え た が 、兄 ゴ
。 5v − 7

’
（32

歳 で 他界） は す で に ゼ
ー

・ ・ 仏 の 役 人 とな ・ て い て 、ゲ オ ・レ ク の 面倒 を よ くみ た よ うで あ る 。

　乙 の セ レ ク タ で の 教科 の 特色 は、数学 とギ リ シ ャ 世俗作家 の 読み 物で あ っ た。そ れ に は パ

レ フ ァ
ー

ト・ブ ル タ コ ス な どが 選ば れ 、・s メ 卩 ス 、 ソ フ ォ ク レ ス 、 ク セ ノ フ ォ
ー

ン な どは ダ　134
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
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　　ル ム シ ュ ッ タ トの 教案 に はな か っ た 。 ゲ オ ル ク は こ の セ レ ク タ に 3 年間在籍す る が 、 こ れ も

　　す で に 述 べ た よ うに 、す ぐに か れ を大学に 入れ る の に は経済的余裕 が 母 に は な か っ た か ら で

　　あ る 。 数学 は副校長ア ダ ム ・フ ラ イ に よ る きわめ て 初歩的な も の で あ っ た。数学は哲学 の
一

　　部分 と考 え られ て い た 。 神学 を修 め た教師た ち が 用 い る数学 の 教科書 も
一
種の 哲学案内書で

　　あ っ た 。
1752年 お よ び 1769年 で も依 然 F．Chr．バ

ゥ マ イ ス タ
ー

の rElementa　Philoso−

　　phiae』 （1747） が 入 門書 として 挙げ られ て い た。 と こ ろ が 1758年 に な っ て 初め て 数学の 基

　　礎入門書が ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大学 の A ，G ．ケ ス トナ
ー

に よ っ て 著 さ れ た 。 ゲ オ ル ク は こ の 書 を

　　個人的に 学び、学友 に は そ の 内容を学校以外で 教 え た り した ら しい
。 多 くの 教科 こ そ あ っ て

　　 も、物理 学や 他 の 自然科学 の 教科が 全 くみ られ なか っ た こ と に 現代か らみ る と、以外の 感 を

　　免れな い 。 こ の こ とは 、大学に お い て さ え も自然科学 の 学部学科が独立す る に は 、まだ先の

　　話で あ り 、 自然科学部門は哲学部に所属 して い た こ とに 起因する 。 従 っ て ダ ル ム シ n タ ッ ト

　　 の ペ ダ ゴ ギ ウ ム に も自然科学 の 教科は 、 プ リマ 学級 まで は こ の 時代 に み られ な か っ た 。 全体

　　 として み れ ば 、 こ の 学校は ル ソ
ー

や バ セ ド ウ な どに よ る新 しい 革命的教育理想に は程遠 くて

　　 も、学ば れ る 言語知識 を授業 目標 とす る もの か ら、実践的な自然科学 へ と移 り変わ る過渡的

　　 な も の に 、ゆ る や か に 道 を開 く啓蒙主義 の 世界 に 由来す る い くつ か の 新 し さ は み ら れ た 。

　　1778年 に J．M ．ヴ ェ ン ク校長 の 息子 B．ヴ ェ ン ク は 「い くつ か の 地 で は リ ン ネ の 植物学、巻

　　 き貝や 蝶 の 体系的分類、お よ び 実験物理 の 豊か さ を学校財産 に しよ うと非常 に 熱心 で あ る 。

　　 こ の レ ア リ ズ ム は何 の た め か
。 学校が 学者 を つ く ろ うとい うの か。学校は どち らか とい うと

　　 こ れ らの 学問 と遊ぶ こ とと、ま じ め な仕事 と し て そ こ か ら何 か を行 う こ と に は や くか らか れ

　　 ら を馴染 ませ る で あ ろ う。」 も の とい う。 奇妙 な こ とだ が 、自然科学は市民 生活 で 学識 の な

　　 い 階級 に と っ て だ け関心 が あ る もの 、と思わ れ て い た こ とで あ る 。 も とも と学識教養あ る階

　　 級が とくに 学校 に 期待する こ とは、古典語 に お け る徹底指導で あ っ た。セ レ ク タ で の 特殊性

　　 は半年毎 の 雄弁 ・論争術 の 公開披露で あ る 。 1760年 の 公開演説 の ラ テ ン 語 で 書か れ た 招待

　　 プ ロ グ ラ ム に は 「ゲ オ ル ク ・ク リ ス トフ
ー 丿 ヒ テ ン ベ ル ク が 人 間知 の 知識 の 真 の 促進 に 数学

　　 の 勉強は どれほ ど寄与する か に 対決す る
。 」 と案 内さ れ る 。

こ れ は か な り異例 の こ とで あ っ

　　 た 。 なぜ とい うに 、 学校で は本来 こ の 数学 は プ リマ まで の 正規 の 教科で な か っ た だけ に で あ

　　 る 。
さ ら に セ レ ク タ修了 の 卒業祝賀祭 で も他 の 14 名 の 最後 に 演説 をする こ とに な る が、案

　　 内 プ ロ グ ラ ム に は 「講演者 の 最後は ゲ オ ル ク
・

ク リ ス ト フ
・リ ヒ テ ン ベ ル ク が行 う。 か れ は

　　 数年間勤勉 と頭脳明晰に よ り賞賛すべ き首席を占め、そ して 他 の 六 名 の 立 派な成績 を収 め た

　　 学友た ち と、い まや わ が ペ ダ ゴ ギ ウ ム と そ の 紀律 か ら離れ る こ と と な っ た 。
か れ は ドイ ツ の

　　 詩か ら学問 と文学 の 真 の 価値 に つ い て 講演 を す る 。 」 生徒が こ の よ うに 賞賛 さ れ る こ とは極

　　 めて 希な こ とで あ り、プ リ マ 学級 とセ レ ク タ を併せ て 五 年間の 学業成果 で もあ り、た だ な ら

　　 ぬ か れ の 有能 さ を証言 す る もの で あ ろ う。

　　　 こ の 時代 の 学友 の こ とは の ち に ゲ オ ル ク 自身が r思 索 の 書』 の な か で 様 々 に 回 想 して い

　　 る5）
。

か れ ら学友 の お お か た は父親が 牧師で あ っ た り 、 官吏で あ っ た りする 。 ま た か れ ら学

　　 友は ゲ オ ル ク よ りもはや く大学に 進学 して しま う。 ゲ オ ル ク は ペ ダ ゴ ギ ウ ム 修 了後、約一年

　　 半 を母 の も とに 過 ご す こ とに な る 。 そ の 間 に す で に 1759年に ギ
ーセ ン 大学で 神学 を学ん で

　　 い た学友 ク リ ス テ ィ ア ン ・ハ イ ン リ ヒ ・ツ ィ ン マ
ー

マ ン は 、帰郷す る と連 日連夜、ゲ オ ル ク

133　と＿緒 に ホ メ
ー

ロ ス と数学 を勉強 した とい う。か れ と の 書簡 も多 く残 さ れ て い る
・

ツ ィ ン マ
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リ ヒ テ ン ベ ル タ の 牛い
一
t

」
r ち に 関 して 佐ノ ・ホ　滋

一
マ ン は詩人 と して も登場 し、Martial の エ ピ グ ラ ム の 翻訳 も試 み 、 か れ 自身 の 格言 詩 は

1783年 の ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 年刊詩集 に も掲載さ れ た 。 こ の 仲 良 しの 二 人 に 共 通す る の は 、ゲ

オ ル ク の 父 親が最後に就 い た ダ ル ム シ ュ タ ッ トの 教区監 督 に ツ ィ ン マ
ー

マ ン も後 に 就仟す る

こ とで あ る 。 時代 の 隔て はあ れ 、ゲ オ ル ク の 父親 の 後任者で あ っ た わ け で あ る。 ドイ ツ 文学

史上 で こ の ツ ィ ン マ
ー

マ ン 以一Lに 有名 な の が 、ゲ オ ル ク よ りは年長の ヘ ル フ リ 匕 ・ペ タ ー ・

シ ュ トル ツ と ゲ ーテ の 青年期 の 友入 ヨ ハ ン ・ハイ ン リ ヒ ・
メ ル ク で あ る。む ろ ん ゲ オ ル ク も

こ の 二 人 と は 交流 が あ っ た 。

　 冒頭 に 父親 が 天文 に 詳 し い 入 で あ っ た と述べ た が
、 父の 死後 もゲ オ ル ク は数学 と天文学 に

は 抜群 の 知 識を持 っ て い た v 後に ゲ ッ チ ン ゲ ン 大学で 学ぶ 時 に 、ケ ス トナ
ー

の 指導下 に ス ウ

ェ

ー
デ ン か らの 留学生 リ ュ ン グ ベ ル ク と共 に 天 文 台で の 観察を任 され て、彗星 な どの 観察 を

した り す る C とに な る 。 そ の 知識 を評価 さ れ て か
巾
二度 の 英 国滞在 の い ずれ に も、国王 ジ

ョ
ー

ジ III世 み ず か ら に 天文台 な ど を案内 さ れ た りす る 。 話 は 先走 り した が 、 こ の 頃 の 天 体観測

に か れ は 常に セ ム ラ
ー

の 肉眼観察教本 と携帯用天球儀 を も っ て 幾晩 も観察 した とい わ れ る 、

　 こ う し た宇宙 の 真理 を究め よ うとする姿勢が 、ゲ オ ル ク の宗教観 をい か な る もの に さ せ た

か も興味深 い ・ダ ・レ ム シ ェ タ ・ 1・時代 の ゲ オ ・レ ク の 宗教観 は、い くら力吶 醂 脱 的な側面 を

呈 して い る。父親は新教 の 正 統派 と敬虔主義 の 間 で 、 ど ち らか とい うと正 統派 よ りの 教会政

治的立場 の 側 に あ っ た 。『わ た しの よ く知 る 人 の 性格』 と題 して 自己 ポ ー
ト レ

ー
ト風 に 次 の

よ うに 告 白す る。

　「宗教に つ い て か れ は 子供 と して す で に非常 に 自由に 考 えて い た 。 しか し自由思想家で あ

る 二 とに名誉を 求め る こ とは決 して な か っ た し、一一
切 を例外な し に 信 じる こ とに 名誉 を求め

も し な か った
。

か れ は熟情 を こ め て 祈 る こ とが で きた し、1日約詩篇九
．
十番 を崇高な、名状 し

が た い 感情な しに は 決 し て 読めな か っ た 。 lilとな る 前 に ……の 箇所 は 、歌 え不 滅 の 魂 を……

とい うもの よ り も か れ に と っ て は 果て し ない 多 く の もの で あ っ た。」 （B77）6〕

　あ る い は 1779年一
月 に 記 さ れ た箇所 で は 、「か れ が 十 六歳 の 時 か らキ リ ス トが 神 の 子 で あ

る こ と を もは や 確か め られ な か っ た とき、こ の こ とが か れ に は 周知 の こ と と な り 、か れ に と

て も癒着 した の で 論証 す る こ とな ど、もはや全 く思 い も しな か っ た。か れ が残念 に 思 っ た こ

と は 、キ リ ス ト が み ず か ら書か なか っ た こ と、そ して ア リ マ テ ィ ア ス に つ い て の ヨ セ ブ の 知

らせ を、もは や わ れ わ れ に 残 して く れ な か っ た C とで あ っ た 。 敬虔な 狂 信者が 、祈蒔 の 強 さ

へ の 自分 の 信仰、すべ て の 点で の 自分 の 迷信、跪 き、聖書 に 触れ、聖書 へ の 口 づ け、儀式張

っ た 自分 の 聖母 崇拝、自分 の 周囲 を漂 う霊 の 崇拝 な ど、そ の よ うな事柄 の な か で何 が で きる

か は 、か れ に は余 り に も よ くわ か っ て い た 。 」 （Fi207）7）

　「か れ は 小 さ な
．一

枚 の 紙 切れ を も っ て い た 。そ こ に か れ は 、特別 に か れ の た め e：　Niに よ t，

て 示 さ れ た 恩寵 とみ な す もの だ とか 、他 に 全 く説明 で きぬ も の を普段書 き込 ん だ 。 か れ の 熱

心 な祈 り に 時折、神様 ど うか 、 こ の 小 さ な紙切れ に何か を 5・え賜 え、 と口ず さ ん だ。そ の よ

うな表現 、最 も感 じや す い 魂 の 爆発 は、言 わ ば 神 と魂 の あ い だ の 信 頼
一
秘密で あ る。．1 （D99）8）

文 中 の ［
．
赫 し」 とは む ろ ん b’

オ ・レ 湘 身 の こ と で あ り、い つ れ 岶 己 ボ ト レ ー
トで あ る 。

　と こ ろ で ギ ム ナ ジ ウ ム 卒業試験合 格者は た だち に い ずれ か の 大学に 人学 しな け れ ば な らな

い 規則が あ った。卒業 した も の が 半 年 や
一…年間 も腰 に 剣 を 下 げ て あ ち こ ちぶ ら つ い た り、か

れ らが 学ん だ こ とを怠惰な 日常 で ふ た た び 忘 れ て し ま うよ うな こ とは断 じ て行わ れ て は な ら　132
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
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ない た め に もそ うで あ っ た 。 しか しゲ オ ル ク は 上述 の ご と く
一年半 も足踏み 状態で あ っ た 。

す で に 64 歳 に な る 母親 と 44 歳 の 姉 の い る静か な家庭で 過 ごす生活 は 、 そ の 後 の 思索作業 の

基礎が こ うした時期 の 沈想 下 に熟 して い っ た こ とは想像 に 難 くな い
。 とは い え ゲ オ ル ク が 大

学 に 行 くの が こ れ だ け遅れ た理 由は、健康上 の 理 由で は な く、 す で に 父親亡 き後の 経済的な

支援が ゲ オ ル ク に 廻 らな い の で あ っ た 。 兄 の 24 歳 に な る ル ート ヴ ィ ヒ は まだ ハ レ 大学 に い

た 。 そ の 上 の 兄 ク リ ス テ ィ ア ン は 27歳で す で に ダ ル ム シ ュタ ッ トの 官吏に な っ て い た 。一

番上 の 兄 ゴ
ッ ト リ

ープ は ゼ ーハ イ ム の 法官 で あ った が 、1756年 に は亡 くな っ て い る 。
こ う

した 三 人 の 息子 た ち の 学費 で 資力が つ きた状態か ら母 親は 、方伯 ル
ー

トヴ ィ ヒ VIII世 に 、

亡 き夫、大教区監督の 息于ゲオ ル ク に学費の 援助 を請願 した よ うで あ る 。 さ しあた り適当な

時 まで 待 つ 他 はな か っ た 。1762年 8 月ほ ぼ
一年 の 待機期間 を過 ぎ る頃 、 ゲ オ ル ク の 母 は 方

伯に こ ん な請願の 書簡 を送る、（文案 も手書 き もゲ オ ル ク が揮毫 さ れ た ）

　「悄然 と した寡婦 の 状態は 、 はや い もの で もう 11年 に な り ます 。
こ の 歳 月 に 大 きな他 の 費

用以外に 、 まだ資力 の ない 子供 ら と共に 二 人 の 息子 を大学 に 出しま した。そ れ に よ っ て わ た

しの 末 の 息子 ゲ オ ル ク に 同 じ援助 を す る こ とが 不 可能 とな っ て しまい ま した 。
こ こ の 学校 の

先生 の 証 明 に 因 り ます と、ま っ た くの ひ とりで 哲学、殊に
一般高等数学 に 学業を捧げた い と

い う彼の 堅 い 意図 は、将来 こ の 国で 何 らか の お役に た つ で あ ろ う、 と申 して い ただ け る に も

か か わ らずで ご ざい ます 。 従 い ま して 陛下様、畏 くも こ の お願 い を以 ち まして 必 要な大 学学

費に よ る わた しの 末 の 息子の勉学 を御慈悲深 く御支援下 さ り賜 り ます よ う謹ん で お 願 い 申し

上 げます 。 」
9）

　 こ の 申請は そ の 後 しか る べ き経過 を た ど る が 、翌年 1763年 4 月に な って よ うや く
一

公 務

員死 亡 に よ っ て 帰属 さ れ た 年額 100グ ル デ ン をヘ
ッ

セ ン 国庫で処理 で き る こ とが 判明 し た 。

方伯 は 、ゲ オ ル クが 将来 ギ ーセ ン 大学 の 教授か、ラ イ ン 河畔 の 護岸工 事技術者 と して 国に 役

立 つ はずだ 、とお そ ら く考えて の こ とか 、枢密院国庫か ら年額 100グル デ ン 差 し出す用意の

あ る こ とを表明 して くれ た の で あ る 。
こ うして ゲ オ ル ク は よ うや く、 向 こ う数年間 の 年額

200 グ ル デ ン と、行 きの 旅費 30 グ ル デ ン の 見込 み が で きた。審査に加 わ っ た 役人た ち も
一

致 して 、か れ が 大 きな期待に こ た え る能力 と才能 の あ る こ とを疑 わな か っ た。

　 1763年 5 月、満 21歳 に な る 2 ヶ 月前に 、念願 の ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン で の 大 学生活 を始め る た

め に 、ゲ オ ル ク は故郷 ダル ム シ ュタ ッ ト と母親 の もとを去る こ とに な る 。 そ の 後、二 度 と故

郷 に帰 る こ と は な く、故郷 の こ とは さ まざまに 回想 さ れ る が 、マ イ ン 河畔 まで は 来る こ とが

あ っ て も故郷 の 地 を踏む こ と は な か っ た、とい う。 そ れ ほ どか れ は精神的に 実 りあ る ゲ ッ テ

ィ ン ゲ ン の 地 に 生涯根付 くこ ととな る 。

☆

　　　 ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン を勉学 の 地 に 選ん だ最大理 由 は、な ん と言 っ て も ア ブ ラ ハ ム ・ゴ
ッ F ヘ ノレ

　　　フ ・ケ ス b ナ
ー

の 存在で あ る。す で に 述 べ た よ うに 、彼 の 数学入 門書は ゲ オ ル ク が 熱心 に 学

　　 ん で きた もの で あ り、数学 を勉強 した V丶 とい うか れ の 意志は ま こ と に 堅 い も の が あ った 。

　　 勉学 の 地 を ど こ に す る か 、とい う希望は若 き ゲ ーテ の 場合 は な は だ そ れ に 叶わ ぬ事情 が あ っ
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リ ヒ テ ン ペ ル ク の 生 い 立 ち に 関 して 佐 々 木　滋

　
1
’
父 は青年 時代 を ・ 一ブ 砂 の 高等学校 で 送つ た の だ が 、此 学校 は独逸 の 学校 暢 一

位 を

占め る も の の
一一

つ で あ つ た 。 彼は此処 で 語 学及 び そ の 他学問的 教育 に 必 要 と せ られ た も の の

　しつ か りした基礎 を造 つ た 。 後ラ イ プ チ ッ
ヒ で 法律学を研究 し、最後 に ギ ・一セ ン で 学位 を獲

た 。 熱心 と勤勉 とを以 て書 き上 げた 学位論文 『相続 の 承諾へ の 選択」 は今 日 尚ほ 法学 の 教授

達か ら賞賛 さ れ て 引用せ られ て い る 。 自分自身に 欠けた もの を息子 に 於い て 実現 し よ うとす

る の は凡 て の 父 の い ち ら し い 念願で あ る 。 こ れは宛か も此世 の 生活 を再 び繰返 し て 、最初 の

軽歴 を今度 こ そ 役立 た せ よ うと し て ゐ る よ うな も の で あ る 。父 は 自分 の 知識 を恃ん で ゐ て、

忠実 に 事 を成 し遂 げ る 堅 忍 の 確信 も あ り、当時 の 学校教師に 對す る 不信 用か ら、自分 の 子供

を自分 の 乎 で教育 し よ う と決心 し、只必 要 と思 は れ る だ け、個 々 の 課業 を を本職 の 教師に よ

つ て 補は せ よ うとした 。 教育上 の 素人道楽が 既 に
一

般 に 現は れ は じ め て ゐ た 。 そ れ に は 公 立

の 学校 に 就職す る教師達 の 衒学癖と憂鬱 とが お そ ら くそ の 第
一

の 原因 とな つ て ゐ る ら しか っ

た 。或る よ り善 き も の 求 め られ て は ゐ た の だ が 、 専門 の 士 に よ つ て授け られ な い 凡 て の 教育
は 、如何 に 欠陥 の 多い も の で あ る か は忘 れ ら れ て ゐ た の で あ る 。 110）

　 自分 に は な い 天 賦の 才能 を 認 め て い た ゲ ー
テ の 父親 は、白分が 息了の 立場で あ っ たな ら、

放埒 に 才能 を浪費す る こ とは な い で あ ろ う、 と ゲ ー
テ に 言 っ て 聞か せ た りす る 。 ゲ

ー
テ は

1父 や其他 の 教師が 私 に 授 け得た教育 で は満足 が 出来な くな つ た 」 が 押韻 した ラ テ ン 語入 門

書の た すけ で 言語 の 形 式 と用語法 を会得す る 。 彼 の 文才 を高め る こ とに 与 っ た こ と の ひ とつ

に 、父親が 課題作文な どで 出来具合 を喜ぶ と、「そ の 為 に は父 は私 に 子供 と して は 多額 の 金

を與 へ て 賞與 と した。」 こ とも
一

因で あ ろ う。ゲ
ー

テ の 父親は 「私が 大学 に 入 学す る の を 殆

ど待 ち切 れ な い や うで あ っ た 」 か ら息子 に も 「愛着 を もつ ラ イ プ チ ッ ヒ で 彼 と同 じ よ うに 法

律 を研究 し、そ れ か ら尚ほ他 の 大学 へ 通 つ て 学位 を取 る べ きで あ る と云 い 渡 した 。 此第一・：：の

大学 は、私が 何処 を選ぱ う と も父 に 依存は な か つ た 。 た だ 、ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン だ け に は何故か

秀ふら姦∴ホ、幾券あ皮惑を有らそゐ走三∴ふ三と蠹私たとろそ選癒たらた。術蔽ふ乙じ、．気
ば 、 私 は 此 大学 に 多大 の 信頼 と希望 を寄せ て い た か ら」 で あ る 11〕。（傍点筆者）

　 さ らに 、ゲ
ー

テ は 同 じ自叙伝 の 第六 章で は次 の よ うに 述懐す る 。

　「他 日私 の 名 が ハ ーゲ ドル ン や、ゲ レ ル トそ の 他 の 人 々 と並 ん で 、栄誉 を擔 ふ だ ら う とい

ふ 確信は た え ずひ そ か に 懐い て ゐ た 。 しか しそ うした使命だ け で は私 に は あ ま り に 空虚 で 不

満足 に 思 は れ た 。私は あ の 根本的な 研究 に 眞剣 に
一

身 を捧げ 、古代 に た い す る見解 を深 め 、

自分 の 仕事 に さ ら に 迅 速 の 進歩 を 心 が け て 、大学 の 教職に 就 く資格あ る もの に な ら うと思 つ

た。大学教授 の 地位 は 自己 の 教養を完成 し、他 人の 教養に も寄興 し よ うと考 へ る青年 に とっ

て 最 も望 ましい もの で あ る と私に は思は れ た。か うい ふ 考 へ で 私は い つ も ゲ ッ テ ィ
ン ゲ ン に

自をテ齢 一と」慌 。ノ瞬累尋ミ2；i 二 1｝灸専身あ他あ多そあ入ゑと私あ杢宿嶺翁齢琉 ．とゐ
走。私あ切之巓ふと三ら1ま、疲奪あ癲斥之坐むモ、身あ巌人さ心1三銛ナるど 、 ふ三芝．さあろ

た。 しか し父は頑 と して 動 か な か つ た 。私 と同意見 で あ つ た 二 三 昵懇 の 人 た ちが 父 を説 き つ

け よ うとい か に つ とめ て も、彼 は私 が ラ イ プ ツ ィ ヒ へ 行 くべ きだ とい ふ 意見 を固守 した 。 か

うな る と、私は 父 の 考 へ や 意志 に 逆 らつ て も自分自身の 勉学上 、処世 上 の 方針 を執 ら うとす

る 決心 を 今 こ そ は 正 当防衛だ と考 へ た。そ れ とは知 らず に 私 の 計画 に 反対 した 父 の 頑固 が 私

の 反抗心 を強め た の で 、私 が 大学在学中、ま た世間 に 出て か ら通過 し な ければ な らな い 勉学
上 ・処世上 の 進路 を 父 が 語 つ て 聞か せ 、 く り返 して 説 い た と き、 彼 の 長談義 を傾 聴す る とい 　130
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明 星 大 学研 究紀 要 【H 本文化学部 ・言語 文化学科】第 8 号 2000 年

　　ふ こ とな どは
一向本気 に 心 に もかけ な くな っ た 。 ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン へ 行 くすべ て の 希望が 絶た

　　れ て し まつ た の で 、私は今は ラ イ プ ツ ィ ヒ に 目を向けた 。 」
12） （傍点筆者）

　　　い ず れ の 親 も文字 ど お り親身に な ワ て 我が 子 の 大 学進学 を 心 配 して い た こ とが 解る。 どち

　　らが ど うと言 うこ とは、差 し控 え る が
、 共通 し て い た こ とは勉学 の 地 ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン へ の 熱

　　望 で あ る 。
こ こ で こ の ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大学 の こ とを簡単 に こ の 時代に 即 して み る の も決 して

　　無駄な こ とで は あ る ま い
。 筆者 が こ こ で 強調す る点は、 こ の 大学 の 学術誌の おか れた位置で

　　あ る 。 な ぜ ゆ えに ゲ
ー

テ が 熱心 に 、後に な っ て リ ヒ テ ン ベ ル ク に光学論文、色彩論文 、 実験

　　道具 な ど を手紙 と共 に 送 り、ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン で の学術誌に掲載 し、認め て 貰お うと依頼 し た

　　 の か も、こ の 大学 の 位置、学術雑誌 の レ ベ ル の 高 さ に あ っ たか ら とい え よ う。 また リ ヒ テ ン

　　 ベ ル ク が 丁寧な長文 の 返書 を ゲ ーテ に 送 る が 、 そ の な か で ヴ ァ イ マ ル で は手 に 入 ら ぬ で あ ろ

　　 う本 も送 る旨が記 さ れ て い る
13）。 こ こ の 図書館が きわめ て 充実 して い た こ とも、学術誌 の 位

　　置 と無関係で はな い 。
こ の こ とは 後述す る 。

　　　ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大 学の 講義 要綱 に よ れ ば
14）、正 式名称は Georg　August　UniVersitat とい

　　 う。
そ の 創設 は 1692年の ハ ノ

ー
ヴ ァ

ー選帝侯位国 と大英帝国 の 同君連合 （
一

君主 二 国家）

　　 に 因る と こ ろ が 多い 。 ハ ノ
ーヴ ァ

ー
に 居城す る Welfenhaus の 分 家 を、そ れ まで す べ て の

　　方針 で 共 同 で あ っ た ヘ ル ム シ ュ テ
ート大学 か ら切 り離 し、選帝侯 Georg 　August （1727−

　　 1760）で あ る と同時 に 英国国王 ジ ョ

ージ II世 で も あ る 王 を新設計画 の た め に 獲得する 。 創

　　設 に Georgia　Augusta の 名称 を与え、自ら と自分 の 後継者 に 学長 ポ ス トを留保 し た 創設者

　　 は、設 立 と大学事務局に 枢密顧問 官 の
一人、Gerlach　Adolph 　von 　MUnchhausen （1668−

　　 1770） を任用 した 。
こ の ミ ュ ン ヒ ハ ウ ゼ ン は 当時 も っとも成功を収 めた新設 の プ ロ イ セ ン の

　　 ハ レ 大学 に 学び 、か れ の ラ イ フ ワ
ーク とな る べ くこ の 任務 に 特別 に充て られ た の で あ っ た 。

　　 か れ は 古い 大学 の 権威追従 に反対す る ハ レ 大学 を手本 とし、 こ の 新設 ゲ オ ル ク ・
ア ウ グ ス ト

　　 （ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン ）大学 の た め に既 に ハ レ、ヘ ル ム シ ュ テ ート、イ ェ

ー
ナ 、 ラ イ プ ツ ィ ヒ な

　　 どの 各大学で 勉強 して い る学生 を引 き抜 き集め なけ れ ば な らな い か ら、 こ こ に集 め る教授達

　　 を募 り、か れ らが 業績 を促進 で き る 研究環境、労働条件 も整備 した とい う。
1734年 の 当大

　　 学 の 学則定款は 、 現代 か らみ れ ば、何 と も な い よ うに み え る 、教員 に 教 え る こ との 自由、出

　　 版刊行の 自由、そ れ に 伴い 研究 の 自由を保証 し た た め に 、学問 の 自由の 里程標石 とな っ たほ

　 　 ど だ 。

　　　 そ れ と と も に 、そ の
一端 で あ る 学術誌 の 充実 の こ とを、述べ て お か ね ばな らな い 。ケ ス ト

　　 ナ
ー

が まだ ラ イ プ ツ ィ ヒ に い た頃、か れ の 最初 の 論評 を寄稿 した rデ ア
・ゲ ッ テ ィ ン ギ シ ェ

　　 ン ・ゲ ェ レ
ー

ル テ ン
・

ア ン ツ ァ イ ゲ ン 』誌 （以下 GGA 誌 と略称）は 、 す で に 15年 を 迎 え

　　 て い た 。 そ の 前史は 1733年 に まで 遡 り、 ア ル ト ドル フ 、ヴ ィ ッ テ ン ベ ル ク、 ・ ・レ 、イ ェ
ー

　　 ナ 、 とりわけ ラ イ プ ツ ィ ヒ の 諸大学 を規範 と し て ハ ノ ーヴ ァ
ー

に お い て も こ の 新設 大学ゲ オ

　　 ル ギ ア
・

ア ウ グ ス タ の 学術的成果を 高 め る た め に 、学術誌 の 刊 行機関 を設け る 必 要性が あ っ

　　 た 。 1739年 以降、週二 回刊行 の 『G6ttingischen　Zeitung　von 　Gelehrten　Sachen 』紙は普

　　 遍的 ス タ イ ル の 純粋な批評機関誌で あ っ た 。 刊行す る者 の 意図は、国 内 ・
国 外の 学術文献 に

　　 で き る だ け コ メ ン トを加えた内容抜粋 の形で 読者 に 紹介す る方針で あ った 。
こ の 雑誌 の 特徴

　　　は、1700年当時すで に 専門誌が 発展 の 萌 しを み る こ と に な る もの に 対す る普遍 的観点 で あ

129　る 。 ア ル ブ レ ヒ ト ・フ 才 ン ・ハ ラ
ー］5）が 1747年 に GGA 誌 の 編集を引 き継 ぐ と・ 年間発 行
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ワ t テ ン ベ ル ク の 生 い 立 ち に 聞 して 佐・t’木 　 滋

に 勉 ・ 略 韻 論 腰 請す る プ ・ グ ・ ・ が 送 られ る ． 専門繍 や搬 的轍 の 1也に か れ

が求 め た もの は・もの ご と の 価値へ の 酬 麟 断 を 下す ・ とで あ り、弓儡 ま蹶 る だ け 短 く、
簡潔 に ・本 質的を つ い て ・些凝 ・ とは 省き、鞍 鮒 糀 して 述 べ る ・ とと して い る． ；

　うして 読者に 簡潔な書評 を提供 し、購入前 の 充分 な予備知識 を提供 した の で あ る。 プ ロ グ ラ

ム は こ れ に とどま らず、批評 の 目指す と こ ろ は、読者 の 美的 セ ン ス と判断能力を伸ば す と こ

ろ に あ ・ た ・
こ れ 躰 来 の 臓 白勺驃 で もあ る ． 価値 あ 翻 滸 臆 義 を強調 し て ・ ・ ラ

ー
は、

　
1譜 耐 して 話 の 内的鯔 帥 予め の 騰 蛯 臓 ず に 、蜘 話 の 内容を知 らせ よ うとす る

とき、われ わ れ の 雑誌は まった く塩味 も な く、カ み も私益 もな く、プ レ ヌ の 不 必要な負担 も

な い よ うな もの で あ ろ う・（・・・…） わ れ わ れ は 正 当 か つ 根拠 あ る批諷 ま、学者 の 腓 に お い

て は 不 可避 の 職務 で あ る こ とを完全 に 確信す る も の で あ る 。 批評 は駄作家 の 筆 に 驚愕 を与 え

る
・ 批評 は・騰 な もの へ の 論駁 を強 ・

・
る で あ ろ うし、偉人 な も の 自体に は 、 イ嗾 ん ら不完

全 な も の
、 軽率 な もの も供給 しな い こ とを警告す る で あ ろ う 。 批評 は 国中に 美 の 鑑識力を広

め る の で あ る。」齲

　
ハ ラ

ー
が 求め る も の は

、 包括的、ア ク チ ャ ル な情報で あ り、能力 の あ る 不 偏不党 の 判断 で

あ る。 こ う して GGA 誌 は 18 世紀 の ド イ ツ 語圏内 で の 文句無 く、批評誌 の 揺 る ぎ な い 地 位

を得・劇 絡 国 で の 雑誌飾 ll時 の 見本 と な 読 とい う． とりわけ
一

・es
’
・L．持鮪 な 刊行 プ 卩

グ ラ ム に 大 い に 見翌 うべ き と こ ろ が あ っ た の で あ ろ う。
こ の 当時、他 に類 を み な い ほ どの 欧

州各 国の 書籍収集 を誇る ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大 学図書館が、欧州 図書 の 書籍取継販売 を兼ね る こ

とに な る・また ユ753年 に 興 れ た 学体闇 合 （S・・i・tat・d・・ Wjssenschaft 。。 ） が GGA 誌 の

発行人 と的 ・い よい よ 大学 と の 結び つ 避 強化 して ゆ く こ とに な る ．
・ ・ ラ

ー
の 後 は、．一 イ

不 、ケ ス トナ
ー

とそ の GGA 誌 を受 け継 ぎ、ゲ オ ル ク が い よ い よそ うした 師ら の も と で 学 ぶ

＝ とに な る ・ さ き に 筆者は ・ ケ ス トナ
ー

の 存部 ・ リ ・ テ パ ・レ ク をゲ 。 テ 。 ン ゲ ン に 導い た 、
と述 べ た ・ 似 ト ナ

ーet当時 4轍 で あ r）、1756年に ラ イ プ ツ ， ・ カ・ ら教授 と して 招か 梶 。
同年秋 に は ラ イ プ ツ ィ ヒ 出身 の ロ ヂ

ー
ネ ・バ ウ マ ン と結 婚す る が 、そ れ もつ か の 問 57年 の

春 に は妻に 先立 た れ る。以後か れ は 42 年間寡夫暮 らし をす る。23歳年下 の リ ヒ テ ン ペ ル ク

よ り も．一年長 生 き をする 。 か れ の 教科書は 見本 と され て 版 を重ね て も改訂 が幾度 も加 え られ、
長 生 き の 生涯 は孜 々 とした研究 に 満 ち て い た とい わ れ る。 レ ッ シ ン グ と共に学 び、エ ピ グ ラ

ム 碚 い た こ の 人物 と ・ 生涯共 に 歩 む リ ・ テ ・ ぺ ・レ ク の こ 磯 の こ と、大牲 活 か ξ、 の こ と、
ゲ ー

テ と の 害：簡問答、 リ ヒ テ ン ベ ル ク の ゲ
ー

テ の 文学批評 に つ い て な ど等 を含 め、そ れ らの

二 とは個 々 の テ
ー

マ に 即 して 、別 の 機 会に 譲 る こ とに す る 。

追 録 ： L7＞

現 代 姪 る ＝ o ゲ ・ テ ・ ン デ ・ 大学 の概容 を先 跏 して ご紹介 す る ． 創設時 の こ とは木文

で 述 べ た の で ・そ の 後 の 展開は ・「学 ・縛 売」 の 拒 縦 も 。 噺 奇な 、麺 酢勺嫩 髏 供 へ

の 門戸 を開 き・1772年 に 髄 β靭 者か らは
’
躙 の

・

舳 港」 の eerwを与 え、哲学部は 鰰
鰹 編 と従 来臆 砺 た祝 い ・  科熔 む ・ とに な る ．数学な ど晒 学部に あ 。 た が 、の

ち 自然科学 の 諸学科 が ・ の 学部
一
R ・ 厭 た 。そ れ に 酪 種 研究黼 、設備鑓 な どの 補助手

馳 加 朸 ・文献輻 究 室・植擁 、天文台、解剖学が で きる ． 特 瞠 生、糠 が 同等咄
入 りで き る 聴 館・蝣 ・研究 の 必 要性 に 応 じて 整趣 れ た図論 の 目録 切 如 グ は輸
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明星大学研 究紀要 【日本文化学部
・
言 語文化学科】第 8号 2000年

的大学図書館 の 最初 の モ デ ル として
一流派 をな したほ どで あ る 。

18 世紀 の 殆ど の 学生 が 法

学生 で あ っ た に せ よ、Johann　Stephan　PUtterは 旧教の 侯国地 に さ え もそ の 門 を開 い た。

従 っ て Georgia　Augusta は 1787年 の 50 周年記念祭 に は 自然科学者、普遍的教養 を備 えた

学者、ハ ラ
ー、物理 学者 で あ り哲学的頭脳 を持つ リ ヒ テ ン ベ ル ク、文献学者に して 学術 オ ル

ガ ナ イ ザ
ー

の Ch ，i，ti。n 　G 。ttl・b　H ・y・ ・瀝 史学者 A ・g ・・t　L ・ dwig　S・hlOzer・櫛 学者 J・凾

hann　Beckmann 、 な どを土 台 と して 揺 る ぎな い 地位 を得た 。 そ の 秩序の なか に 「完全 な大

学」 の 理想が 奨励 さ れ た 「世 界 の た め の 大学」 と ナ ポ レ オ ン さ えも敬意 を払 っ た 、 そ の ナ ポ

レ オ ン の 併合計画 は、ヴ ェ ス b フ ァ
ーレ ン 王 国 （1806−1813）下 に ヘ ル ム シ ュ テ

ー ト大学 、

ギ ーセ ン 大学、 マ
ール ブ ル ク 大学を犠牲 に し た 。 ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン の 学生 で リ ヒ テ ン ベ ル ク の

聴講学生 で もあ った Wilhelm　von 　Humbolt が fiiJ設 に加わ るベ ル リ ン 大 学創設 は そ の 後優

位を占め る に 至 る 。
こ れ は ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大学に と っ て は 苦難 の 時で あ っ た とい え る 。 そ の

後 1837年 の 創設 100周年に は、また新 しい 世 代 の Friedrich　Christoph　Dahlmann ，　Jacob

und
　Wilh ，lm　G ，imm ，　C 。，10tf・i・d・MUII ・・，　Wilh・lm　W ・berな どを輩 出 し・か れ らは 皆 ・

ア カ デ ミ ッ クな協力下 の 社会的責任 を こ の 大学 の 伝統 に お い て 充分 に 心得て い る人た ちば か

りで あ っ た 。
ハ ノ

ー
ヴ ァ

ーの 新国王 エ ル ン ス ト
・

ア ウ グ ス ト との 国家基本法 ・破棄 を め ぐ る

争い で教授達は 、異な る 法律観 に 根ざす王 の 要求に か れ らの 学術的良心 を対抗 さ せ た 。 教授

七名 の 免職処 分は最良の 伝統下 に あ る 二 の 大学を、目覚め、抗議 に 警醒 され た ドイ ッ の 社会

の 視野 に さ らす こ とに な る が 、同時 に大学 を精神的 に貧困化 さ せ
、 学生 も失 うこ とに な る 。

1886年 の プ ロ イ セ ン に 併合後 も、ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン の 何た る か は 忘れ られ て は い なか っ た。

図書館 の 充実、大学病院 、 物理 学研究所 、 研究棟 の 完成 な どが こ の 時代で あ り、目的に 適 っ

た 招聘は 、数学 の David 　Hilbert、
　Felix　Klein と Carl　Friedrich　GauB との 対決をつ く り

あげ、物理 学 と化学で は Wilhelm 　Weber と Friedrich　W6hler の 上 に 築かれ た 自然科学は 、

認識、新 しい 学科、世界 に 認 め られ る賞 な どをめ ぐ っ て の 世界的規模で の 競争世界 に 入 っ て

ゆ く。 物理 学者 ・化学者 た ちの 発見 の 喜 びは、か れ らの 側 に あ る手 工 業者に も伝わ り、
か れ

らは ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 精密機械工 業 を興す こ とに な る 。 辛抱強い こ うした 構築 の 上 の 収穫 は、

ヴ ァ イ マ ル 共和 国 の 時代に 迎え る こ とに な る 。 数学 、 物理学、化学 、 生 物学、地球諸科学な

　どの 諸分野 に お い て Georgia　Augusta は画期的な学術的発見 の 地 で あ っ た。国家社会主義

の 人種 ・文化政策は 1933年以降、実 に 半数以上 の 教授陣 の 追放、前途洋 々 の 将来あ る若い

博士号を も つ 少な か らぬ数 の 研究者 を追放 して しま っ た。 こ れ が 第二 の 窮地で あ っ た 。 合衆

国の 設立基金 で 建て られ た数学研究所な どは誰 も い な くな っ て しま う。 それ で もまだ あ っ た

　ア カ デ ミ ッ ク な協力精神 と学術的 工
一 トス も大 い に 損 なわ れた。1945年 の 体制崩壊 は こ の

　大学に と っ て は新たな機会到来を告げ る 。 精神的に飢 え て 大学に来た い わ ゆ る 「戦中派」 世

代 の 教授、Hermann 　Rein、　Herbert　Sch6fHer、　Herman　Nohl 、　Ludwig 　Raiser、　Her
・

mann 　H 。imp 。1そ し て C ・・1−F・i・d・i・h ・・n 　W ・izsa・ker な どが 出会 うこ と に な ・ た ・ 1955

　年、 ナ チ の 時代に重圧 をか けた教授達 の 復職 が 果た せ ず根強 い 抵抗 に あ っ た と こ ろ に 、
こ の

　大学 の 「良識」 は 生 きて い た とい え よ う。
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Ott〔｝Deneke ：Lichtenbergs　Leben ，　MUnchen 　1944．　S．9．35，
Franz 　H．　Mautner ：Lichtenberg．　Berlin　l968，
An 　F ・i・d・i・h　“iilhelin 　S ・｝i・d… Ga・ti・ ・… d・n　1、Ja− 1787 ・i・ G ・。・g　Chri 、・。ph　Li。・、，，b。，g　S，h，i．
ften　und 　Br孟efe （以 下 GCLSB と略称）Bd．4．，　S，503．504．
彗 星接 近は i766 年 4 月 8H 。1769 年 6i｛3 日 の 金星 に よ る H ・rt。同 じ年の 1769年 8 月30 日に 1ノ ヒニ ナ ：・ベ

ル ク e：　 k ・て 最初 に 羈 航 灘 淇「1腕 る・フ V 一ド リ ・ 大 王 は 自国囑 い 萩 磯 い て ・ の 不 撫 星 ｛、眠
れ ぬ 夜が 続 も こ が 囹 担 5H ・”．　

，ft
’
し く も ナ れ オ ン が 生 誕。

Zeittafel　I782
・4783 ：irl　Goethes　iVerke，　Harnburg 　1960　Bd．　XIV ．　S．441−442，
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ゲ
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